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《原　著》

’311標識抗CA　l9－9および抗CEAモノクローナル抗体による
　　　　　　　　　immunoscintigraphyの基礎的検討

一
IMACIS－1による担癌マウスのイメージングおよび

　　　　　　　ヒト癌細胞のcell　ELISA

野上　俊彦＊　　三浦　　博＊ 近江　昭一＊　　風早　康弘＊

　要旨　1311標識されたヒト癌関連抗原に対する2種類のマウスモノクローナル抗体，抗CA　19－9抗体，

抗CEA抗体のカクテル製剤（IMACIS－1）を用いたradioimmunoimagingの有用性を担癌ヌードマウスを

用いて比較検討した．マウスに移植されたヒト癌株細胞（SW　948，　COLO　201）は，　IMACIS・1投与後48～

72時間で腫瘍の描出が明瞭となった．COLO　201での腫瘍／血液比は投与後72時間で8．69，　SW　948で

5．70であり，他のヒト癌株細胞であるPC・3，　HEp－2のそれと比較して約10～15倍の高い値が得られた．

IMACIS・1は，腫瘍のイメージング剤として有用であると考えられた．またin　vitroでceil　ELISAを行っ

た結果，両細胞ともに抗CA　l9－9抗体と特異的に反応し，抗CEA抗体とは反応しなかった．

Lはじめに

　IMACIS－1はヒト癌関連抗原に対する二種類

のモノクローナル抗体抗CA　19－9　F（ab’）2と抗

CEA　F（ab’）2を放射性核種1311で標識したものを

主剤とし，腫瘍イメージング用に開発中の診断薬

である．

　一般にこれら放射標識された癌関連モノクロー

ナル抗体は，担癌動物に注射し腫瘍組織に集積し

た放射能を体外からガンマカメラにより検出する

RI診断法に使用されている1－’6）．

　今回IMACIS－1の基礎的検討の一環として，ヌ

ー ドマウスに4種類のヒト癌株細胞を移植しガン

マカメラにて腫瘍イメージングを試みた．さらに

IMACIS－1と反応した細胞については，両者の抗

体のどちらの抗体と反応しているかを明らかにす
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るために癌株化細胞を組織培養用プレート上に固

定化させ，in　vitroで検出する方法（cell　ELISA；

enzyme－linked　immunosorbent　assay）7・8）を用いて

解析した．以下その結果について報告する．

II．対象と方法

　1．担癌ヌードマウス

　1）　ヌードマウス

　雄性ヌードマウス（Balb／C－nu／nu日本クレア社

より購入）を5週齢で購入し，1週間予備飼育後1

群3匹で実験に使用した．また抗体投与24時間前

から投与後72時間まで0．1％Nalを動物に自由飲

水させ甲状腺による遊離の1311の取り込みを阻止

した．

　2）培養細胞

　米国American　Type　Culture　Collection

（ATCC一大日本製薬ラボラトリープロダクツ部

より購入）の4種類のヒト癌株細胞を用いた．そ

の株細胞の由来，増殖培地および形態をTable　1

に示した．培養条件としては，培地に10％牛胎児

血清を加え37°C，5％CO　2ガス下で培養し0・5％

トリプシンーPBS（一）処理により細胞を剥離し，約
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1x108～1×109cells／0．3mtをヌードマウス右大腿

部皮下に移植した．また剥離した細胞を各増殖培

地を加えた後遠心し，上清を除き再び増殖培地を

加え懸濁させた後，96穴組織培養用プレート（フ

ァルコン3072）に細胞を1穴あたり1～5×105

cellsになるように加え培養した．実験にはfull

growth直前の状態の細胞を使用した．

　3）腫　　瘍

　細胞移植3～4週間後に腫瘍径が約1～2cmと

なったものを実験に供した．

　2．IMACIS・1

　Lot　X22，比放射能64．01　MBq（L73　mCi）／mg，

ヨードゲン法により1311標識された抗体9）を使用

した．

　IMACIS－1の組成は，　Tabie・2に示した．

　3・マウスモノクローナル抗体

　マウス抗CA　l9－9抗体（lgG　i，7．7　mg／m∫），マ

ウス抗CEA抗体（IgG　1，11．1　mg／m1）はフランス

オリス工業株式会社より入手した．マウスIgGは

ザイメット社から購入し実験に供した．

　4．　投与量および投与方法

　IMACIS－1を生理食塩液にて希釈し，3．7　MBq

（100μCi）／400μ∫（抗体量として57μg）に調製し，

マウス尾静脈内に注射した．

Table　l　Type　of　human　cultured　cell　used　as　xenograft

　　　　on　nude　mice

Cell

SW948
HEp－2
PC－3

COLO　201

Origin

Colon

Larynx
Prostate

Colon

Medium　　　Type

L－15　　　　　　　Epith．

MEM．　E　　　Epith．

F－12　　　　　　　Epith．

RPMI　1640　　Fib．

T州e2　Composition　of　IMACIS・1

Anti－CA　19－9　Mouse　MoAb　F（ab’）2　1　mg

Anti－CEA　Mouse　MoAb　F（ab’）2　　　　　　　　　　　　　　　　1　mg
Human　serum　albumin　　　　　　　　　　　　　　　lO　mg
Na2HPO4　　　　　　　　　　　　　　　19．6mg
NaH2PO4　　　　　　　　　　　　　　　　7．45mg
Naα　　　　　　　　　　　　　　　18．15mg
Distilled　water　　　　　　　　　　　　　　　　2　ml
Total　i3il　radioactivity　　　　111MBq（3　mCi）

　5．　イメージング

　最適撮像時間を決定するためにSW　948移植マ

ウスに投与後8時間，48時間，72時間の3時点

を選び，ガンマカメラ（Searle社製Pho／Gamma

LFOV）で撮像した．コリメータは中エネルギー

用を使用した．

　6．体内分布（組織放射能の測定）

　IMACIS－1投与72時間後に担癌ヌードマウスを

クロロホルムにて麻酔屠殺し，血液，腫瘍，肝臓，

腎臓，および脾臓を摘出した．またコントロール

としてSW948担癌ヌードマウスに1251一マウス抗

体F（ab’）2を投与し同様に処理を行った．おのお

の湿重量を測定後ガンマシンチレーションカウン

ター（Minaxi一γ，パッカード社製）にて放射能を測

定した．この測定値より各組織重量（g）あたりの

放射能を求め，組織／血液比（tissue／blood　ratio）

を各組織について求めた．

　7．1251標識法

　1251標識モノクローナル抗体と培養細胞表面抗

原との相互作用を調べる目的で抗CA　19－9抗体

およびマウスlgGにラクトペルオキシダーゼ法lo）

により1251標識を行った．

　8．　cell　ELISA

　96穴組織培養用プレート上にて培養細胞を1×

10？～1×108　cell／wellになるまで増殖させた．抗

体と反応させる前に0．3％グルタルアルデヒド，

O．1Mグリシン，10mM　PBS（pH　7．0）中で10分

間室温で細胞を固定し，1％BSA，10mM　PBS

（pH　7．0）で一昼夜4°C処理し抗体以外と反応す

る部位をブロックした．この後洗浄を行い未標識

および1251標識抗CA　19－9抗体，抗CEA抗体，

マウスlgGを1～20μ9／mt　50μ1添加し，37°C，

2時間反応させ，洗浄後ペルオキシダーゼ標識二

次抗体抗マウスF（ab’）2ヤギF（ab’）2（カッペル

社）を5，000倍に希釈し50μ∫添加し，37°C，1時

間反応させた．洗浄後オルトフェニレンジアミン

液50μ1加え室温8分間反応させ発色を行い，反

応停止液5N硫酸液50μ1を加え492　nmの吸光

度を測定した．以下その詳細をFig．1に示した．

　また1251標識抗CA　l9－9抗体，マウスIgGと
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SW948，　COLO　201，　PC・10，　HEp－2　culture

　　　　↓
　Discard　of　medium

　　　　↓
Fixation，0．3％glutalaldehyde　IOOμ’

　　　　↓

　　　Discard

　　　　↓
Blocking，1％BSA，10mM　PBS（pH　7．0），0．　I　M

　GIycine　200μ／over　night　at　4°C　or　2　hr　at　r．t．

　　　　↓
Washed　with　lOmM　PBS　O．05％Tween（pH　7．0）

　3rd　times

　　　　↓
Anti－CA　l9－9，　anti・CEA　mouse　MoAb（lgG）

　and　mouse　IgG　50　ltt

　　　　↓
　Incubation　at　37°C　for　2　hr

　　　　↓
Washed　with　PBS　Tween　solution　4th　times

　　　　↓

　　　Discard
　　　　↓
2nd　Antibody（1：5㎜）POD　conj．　goat　anti　mouse

　F（ab’）2501d

　　　　↓
　1ncubation　at　37°C　f（）r　l　hr

　　　　↓
Discard　with　PBS　Tween　solution　4th　times

　　　　↓
　　　Discard
　　　　↓
　OPD　solution　added　for　8　min

　　　　↓
　Reaction　stop　with　5　N　H2SO450μ’

　　　　↓
　　mesurement　A　492　nm

　　　　　Fig．1　Procedure　of　cell　ELISA．
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を反応させた場合は，吸光度測定後各ウェルから

ピペッティングにて細胞を剥離し回収した．回収

された細胞懸濁液はガンマシンチレーションカウ

ンターにてその放射能を測定した．1251標識抗

CA　19－9抗体とSW　948，　COLO　201細胞との反

応は，Scatchard　plot11）にて解析を行った．

　9．シアリダーゼ処理

　抗CA　19－9抗体の抗原決定基（エピトープ）は

末端にシアル酸のついたシアル化ルイス糖鎖であ

ることがすでに報告されている12）．SW948上に

存在している抗原がシアリダーゼ処理によりどの

ような影響を受けるかを調べるために，SW948を

シアリダーゼ処理後cell　ELISAにより抗体活性

を調べた．培養した細胞（COLO　201）をシアリダ

ーゼ（シグマタイプ5）で処理するものとしない

　　COLO　201　cell

　　　　↓

　Discard　of　medium

　　　　↓
Sialidase　or　O」MCitrate　buffer（pH　5．0）

　f（）rlhrat37°C

　　　　↓

Fixation　O．3％glutalaldehyde

　　　　↓

　　　Blocking

　　　　↓

　　Cell　ELISA

Fig．2　Effect　of　COLO　201　antigenesity　by　treatment

　　　　of　sialidase．

’〉鰺皇

　Fig．3Scintigrams　of　mice　bearing　SW948　human　adenoma　xenograft．

　　　　　Images　of　a　mouse　injected　with　1311－1abeled　F（ab’）20f　anti・CA　19－9，　anti－CEA

　　　　　monoclonal　antibody，8hr，48　hr　and　72　hr　after　administration．　A：8hr，　B：48　hr，

　　　　　C：72　hr
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ものとの2群に分けFig．2のフローシートにし

たがって抗体と反応させた．すなわちpH　5．0下，

0・05Uのシアリダーゼを37°C下）で1時間反応

させ洗浄後固定し一次抗体と反応させた．対照と

してpH　5．0のクエン酸緩衝液で同時間，同温度

下で処理を行った．以下の操作はcell　ELISAと

同じである．

III．結　　果

　1．IMACIS－1による担癌ヌードマウスのイメ

　　ージング

　IMACIS－1をSW948担癌ヌードマウスに投与

し8時間，48時間，72時間と経時的に撮像したシ

ンチグラムをFig．3に示した．投与後8時間にお

いてすでに腫瘍部に放射能を認めたが，それ以外

に多くの放射能が体全部に分布しており，腫瘍と

の区別が明瞭ではなかった．

　投与後48時間になるとバックグラウンドの放射

能の低下とともに腫瘍への集積が明確となった．

また投与後72時間では腫瘍への集積が他の組織と

区別できるものの放射能の分布が全体的に少なか

った．

　この結果IMACIS－1の撮像は投与後48時間と

し，他のHEp－2，　PG3も同様な時間で撮像した．

ただしCOLO　201については，投与後72時間の

方が腫瘍への集積が一番明瞭であり，撮像は投与

後72時間とした．IMACIS－1投与後48時間での

SW948，　PC・3，　HEp－2，正常計4群のシンチグラム

をFig．4に示した．ま1た投与後72時間での

COLO　201担癌マウスのシンチグラムをFig．5

に示した．バックグラウンドに対し腫瘍への集積

が一番多かったのhs．COLO　201で，つぎにSW948

であり，PC－3，　HEp－2には放射能の集積はあまり

認められなかった．

　2．IMACIS・1投与後の担癌ヌードマウスにお

　　ける体内分布

　IMACIS－1投与後の腫瘍，肝臓，腎臓および脾

臓の組織／血液比を求めFig．6に示した．

　腫瘍／血液比は，COLO　201が8．69，　SW948が

5．70，PC－3が1．62，　Hep－2が0．57でありCOLO
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Fig．4　Sintigrams　of　mice　bearing　human　tumor

　　　xenografts．

　　　Images　of　a　mouse　injected　with　1311－labeled

　　　F（ab’）20f　CA　19－9，　CEA　monoclonal　antibody

　　　48　hr　after　administration．

　　　A：SW948，　B：PC－3，　C：HEp・2，　D：Normal
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Fig．5　Scintigram　of　a　mouse　bearing　human　tumor　xenograft（COLO　201）．

　　　Image　of　a　mouse　injected　with　1311－labeled　F（ab’）20f　anti・CA　19－9，　anti－CEA

　　　monoclonal　antibodies　72　hr　after　administration．　Solid　arrows　show　tumor．
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Fig．6Tumor－to－blood　ratios　for　SW948，　COLO　201，　HEp－2，　PC－3　xenografts　in　nude

　　　mice　after　injection　of　IMACIS－1．　It　showed　higher　tumor・to－blood　ratio　on

　　　SW948，　COLO　201．

201が4種腫瘍の中で最高値を示した．一方コ

ントロールとして，SW948担癌ヌードマウスに

1251一マウス抗体F（ab’）2を投与した腫瘍／血液比

は，1以下であった．

　3．1251標識前後による抗体活性の変化

　抗原に細胞を用いたcell・ELISAの系7・8）を応用

し，1251標識による抗体活性への影響を調べた結

果をFig．7に示す．

　1251標識前後による吸光度の大きな変化は認め

られずラクトペルオキシダーゼ法による1251標識

は抗体活性を損なうことなく標識できることを確

認した．
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0　　　　　　　　5　　　　　　　　10

　　Ab　concentration（／tg／m1）

Fig．7　The　immunoreactivity　of　l251－radiolabeled

　　　anti－CA　19－9　MoAb　by　peroxidase．

　　　一〇一：Anti－CA　19－91251　MoAb

　　　－●一：Anti－CA　19－9　MoAb

　　　The　assay　was　made　on　cell　ELISA　with

　　　COLO　201　cultured　cell．

　4．抗CA　19－9抗体と抗CEA抗体と各種株

　　細胞との免疫反応

　1）　cell　ELISA

　in　vitroにおいてある種の癌細胞と抗体とが反

応するしないかを調べるために，免疫シンチグラ

フで用いた各種癌株細胞との反応をcell　ELISA

にて調べFig．8に示した．抗CA　I9－9抗体，抗

CEA抗体およびマウスIgGを20μg／m／まで各

種細胞に加えその免疫反応性を調べたところ，

COLO　201およびSW948において抗CA　19－9

抗体は2．5μg／m∫まで濃度に依存し492nmの吸

光度が上昇し，2．5μg／m∫以上ではほぼプラトー

に達した．一方，抗CEA抗体，マウスlgGには

濃度に依存した吸光度の変化は認められなかった．

この結果はCOLO　201およびSW948の細胞上に

存在すると思われる抗原が抗CA　19－9抗体と特

異的に反応し，他の抗体である抗CEA抗体やマ

ウスIgGとでは反応しないことを示唆する．また

HEp－2，　PC－3との反応性では抗CA　l9－9抗体，抗

CEA抗体およびマウスIgGはいずれも吸光度は

低く，これらの細胞とは反応しなかった．

　2）　シアリダーゼによる影響

　SW948細胞にpH　5．0のクエン酸緩衝液を抗CA

19－9抗体と反応させる前にあらかじめ処理した

ものおよび無処理の細胞は，抗CA　19－9抗体に

対し1μ9／m’までは濃度依存的な吸光度の増加を

示すのに対し，細胞をシアリダーゼ処理（37°C，

1時間インキュベーション）し抗CA　19－9抗体と

反応させると濃度依存的な吸光度の増加は認めら

れず，マウスlgGと同様な吸光度を示した（Fig．9）．

　3）　抗原抗体反応

　抗CA　19－9抗体がどのくらいの割合でSW948，

COLO　201細胞と結合したかをScatchard　plotに

て解析を行いその結果をFig．10に示した．縦軸

にB／F（％）横軸に結合した抗CA　19－9抗体，（μg／

mt）をとリプロットすると両者の細胞と反応して

いる曲線が描かれた．傾きが曲線を示したことよ

りCOLO　201およびSW948の細胞上には抗CA

l9－9抗体と結合する抗原が高親和性を示すもの

と低親和性を示すものの少なくとも2種類が細胞

上に存在することが示唆された．2種類と仮定し

た場合，各曲線の傾きおよびX軸との交点より抗

原抗体反応の結合定数および細胞1個あたりに

存在する抗原の結合部位数を算出した（Table　3，

Table　4）．

　COLO　201においては高親和性の結合定数は

L3×108（M－1）であり，SW948では4．5×108（M－1）

でありSW948の方が約3倍高い値を示した．ま

た抗原の結合部位数はSW948で細胞あたり高親

Table　3　Parameters　of　immunoreactivity　on　SW948

Parameter

Afhnity　constant

　（M－1）

Binding　sites

　（molecules／cel1）

High　a缶nity　　Low　a缶nity

　4．5×108　　　　4．0×107

5．7×106 6．1×107

Table　4　Parameters　of　immunoreactivity　on　COLO　201

　Parameter

AMnity　constant

　（M－1）

Binding　sites

　（molecules／cell）

High　aMnity

L3×108

7．3×107

Low　aMnity

3．2×107

1．9×108
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　1．0

0D4n2

0．5

　Cell　ELISA（SW948，　COLO　201，PC－3，　HEp－2）

SW948
　　　　　　　　　　　　　　　　　　COLO　201

　　　　　　　　　　　1．O

　　　　　　　　　OD492

　　　　　　CAl9－9

2．5　　5　　　　　10　　　　　　　　　　20

　Ab　concentration（／tg／m1）

0．5

2．5　5　　　　　10　　　　　　　　　　20

　　Ab　concentration（μ9／m∫）

　1．O

OD40．　L）

05

PC－3

2．55 10

Ab　concentration（／tg／m1）

20

　1．0

0D．19L）

0．5

HEp－2

2．5　5 10

Ab　concentration（μ9／m／）

20

Fig．8　Cell　ELISA　on　SW948，　COLO　201，　PC－3　and　HEp・2　cells．

　　　Anti－CA　19－9　monoclonal　antibody，　anti－CEA　monoclonal　antibody　and　mouse

　　　IgG　were　assayed　for　immunoreaction　by　cell　ELISA．

　　　一〇一：Anti－CA　19－9　antibody，一●一：Anti・CEA　antibody，一ロー：Mouse

　　　lgG

和性5．7×106分子でありCOLO　201では7．3×

107分子が細胞に存在した．抗原結合部位数は

COLO　201の方がSW948と比較し高親和性で約

12倍多く存在した．

IV．考　　察

　HEp．2，　SWg48，　pC．3およびCOLO・201の計4

種のヒト癌株細胞をマウスに移植した担癌マウス

をヒトへのモデルとして，1311標識モノクローナ

ル抗体IMACIS－1のイメージングを試みた．

　一般に1311で標識された腫瘍関連抗原に対する

モノクローナル抗体IgGを担癌マウスに投与し

ガンマカメラで撮像する場合，最適撮像時間は投

与後5日前後と言われている1）が，本実験では投

与後48時間～72時間で撮像の最適条件が得られた．

これはIMACIS－1がIgGの形ではなくペプシン
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1　，O

核医学　27巻5号（1990）

　　　一●一：CA　19－9　MoAb（pH　5．0）

　　　一一〇一・一：CA　19－9　MoAb（control）

　　　一〇一：CA　19－9　MoAb（sialidase　O．05　U）

OD492　一ロー：Mouse　lgG

0．5

0

　　　　5
Ab　concentration（！’g／m1）

10

Fig．9　Effect　of　sialidase　on　SW948　cell　with　anti一

　0．2

B／F

0．1

CA　19－9　monoclonal　antibody．

　5　　　　10　　　　　　　　　20

Binding　Ab　C　IO－10　M／5．4x104　cell）

Fig．10　Scatchard　plot【ordinate（B／F），　specific　bind－

　　　　ing！free；abscissa（Binding　Ab）】．

　　　　一●一：COLO　201，一〇一：SW948

消化で得られたF（ab’）2となっているため血中放

射能のクリアランスが速やかであり1・13），撮像条

件として大きな比重を占める血液のバックラウン

ドが小さくなっているものと思われた．HEp－2，

SW948，　PC－3およびCOLO　2014種の由来の異

なるヒト癌株細胞に対し，IMACIS－1はCOLO

201，SW948に放射能がより多く集積した．また

今回得られたイメージングは，画像診断でよく用

いられるサブトラクション法を使用することなく

明確に腫瘍の局在を示すことができた．組織摘出

による腫瘍／血液比もIMACIS－1はCOLO　201，

SW948に対し腫瘍特異的に反応していることを

示し，腫瘍イメージングとして期待される．

　またin　vitroでcell　ELlSAを構築し試みた結

果，細胞と反応していた抗体は抗CAl9－9抗体

であることが判明した．この結果はin　vivoでの

結果を裏づけるものとなった．

　従来細胞と抗体との反応性を調べる際には放射

性核種を使用したcell　binding　assayl4・15）が用い

られているが操作性および廃棄物の処理等で問題

があるのに対し，何よりもcell　ELISAは日常特

別な施設でなくても使用でき，かつ簡便にできる

点で大きなメリットがあると思われる．

　このようにin　vitroでの方法が有効となれば，

抗原および抗体のより詳細な解析が可能となる．

抗原に関しては細胞をあらかじめシアリダーゼ処

理することで陽性細胞に対し反応しなくなること

から，COLO　201上に存在している腫瘍関連抗原

はCA　19－9と同様に抗原決定基として末端にシ

アル酸をもつ構造を有するものと考えられた．

　さらに抗体をラベルし免疫反応をScatchard

plotにて解析することにより，抗原の結合力およ

び細胞あたりに結合する抗原分子数を算出した．

その結果in　vivoにおいてCOLO　201細胞が

SW948細胞と比較し放射能の腫瘍集積性が高い

理由の1つとしては，抗原の親和定数がSW948

より約1／3低いが分子数が12倍多く存在するため

と考えられた．しかしながら，in　vivoでの結果

を解釈する時にin　vitroでの結果をそのままin

vivOに反映させるのには注意すべき点がある．

　代謝の点から考えると，抗原に多様性が存在

し16・17），COLO　201細胞上に存在する抗原が

SW948の抗原に比べ代謝回転が異なっているた

めとも考えられる．抗原に関してのさらに詳細な

研究については，分子レベルでの抗原解析が必要

となり，今後の課題である．
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V．結 語

　　4種のヒト癌株細胞（COLO　201，SW948，　PC－3，

HEp－2）を用いて担癌マウスを作成し，　IMACIS－1

による腫瘍イメージングの基礎的検討を行った．

またin　vitroでcel1　ELISAを行い検討を加えた．

　　1）マウスに移植されたSW948は，　IMACIS－1

投与後48時間で，COLO　201では投与後72時間

で腫瘍のイメージが一番明瞭となった．

　2）IMACIS－1が腫瘍特異的に集積したヒト癌

株細胞は，今回担癌マウス作成に用いた4種の細

胞のうち，COLO　201とSW948であった．

　3）in　vitroにおいてcell　ELISAにより，両細

胞ともに抗CA　19－9抗体と特異的に反応し，抗

CEA抗体とは反応しなかった．

　4）in　vivo（イメージング，摘出臓器）の結果と

in　vitro（cell　ELISA）での結果はその免疫反応性

において一致した．

　5）抗CA　I9－9抗体に対しCOLO　201はSW948

よりも強い免疫反応を示した．この理由を調べる

ためにin　vitroで抗CA　19－9抗体を1251標識し，

Scatchard　plotにて解析した．その結果SW948，

COLO　201　cell上には，抗CA　l9－9抗体が認識

する抗原が高親和性のものと低親和性のものの2

種類が存在しているものと推察された．
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Summary

AFundamental　Study　of　Immunoscintigraphy　with　1311－labeled

　　　　Anti－CA　19－9　and　Anti－CEA　Monoclonal　Antibodies

　　　　　－lmaging　of　Tumor－Bearing　Mice　by　IMACIS－1

　　　　　　　and　Cell　ELISA　vvith　Human　Tumor　Cells一

Toshihiko　NoGAMI，　Hiroshi　MluRA，　Shoichi　OHMl

　　　　　　　　　　and　Yasuhiro　KAzAHAYA

Product　Lice〃se　Depart〃letlt，　C1∫L）IA　O～VO∫τ∫C　K．K．

　　A　study　was　made　on　2　types　of　i3il－labeled　anti－

CA　19－9　and　anti－CEA　mouse　monoclonal　anti－

bodies（IMACIS－1）against　human　cancer　related

antigen　as　to　their　usefulness　in　radioimmuno－

imaging．　Tumor－bearing　nude　mice　were　used　for

comparison．　The　transplanted　tumors（SW948，

COLO　201）were　clearly　visualized　48－72　hours

after　administration　of　IMACIS－1．　Tumor／blood

ratio　72　hours　after　administration：8．69　in　COLO

201and　5．70　in　SW948，　showing　ca．10－15times　as

high　as　those　in　PC－3　and　HEp－2．　IMACIS－1

therefOre　is　considered　useful　in　radioimmuno－

imaging　of　cancer．　Analysis　was　made　by　in　vitro

cell　ELISA．　As　a　result，　both　ofthe　cells　specifically

reacted　with　anti－CA　l9－9　but　not　anti－CEA．

　　Key　words：　IMACIS－1，　Monoclonal　anti－

bodies，　Radioimmunoscintigram，　CA　l9－9，　Cell

ELISA．
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